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【要旨】 

本論では、マヤ低地、メキシコ中央高原、メソアメリカ南東部と中央アメリカ南部の事例研究を通して、複雑

社会の起源・形成・衰退のプロセスを実証的に比較検討する。公共祭祀を形作り物質化されたイデオロギーは、

地域間交換など他の要因と相互に作用して先古典期マヤ文明の複雑社会の形成に重要な役割を果たした。メキ

シコ中央高原では、先古典期中期以降に「水の山」信仰を基にいくつかの拠点で都市化が始まったが、ポポカテ

ペトル火山の噴火などの自然災害によって交易システムが解体し、人口変動が引き起こされてテオティワカン、

チョルーラやトラランカレカといった少数の都市に人口が集中するようになった。古典期マヤ文明のセイバル

の都市は人口増加や環境破壊だけでなく、戦争によっても衰退した。エル・パルマールでは、周縁部のエリート

集団を含めた支配層の派閥争いが都市王朝の衰退に関係していた。テオティワカンでは、中央集権化後に台頭

した新しいエリート集団による競合が都市の衰退に関与した。一方でメソアメリカ南東部のチャルチュアパや

サン・アンドレスでは、他地域の社会情勢や流行に柔軟に対応しながら社会を変化させることによって持続性

の高い社会を形成していった。中央アメリカ南部は、古典期終末期と後古典期の民族移動によりメソアメリカ

化したが、新たな環境への適応の必要性、移動・輸送手段及び地域間交換の制約により大規模な複雑社会は形成

されなかった。 
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１．問題の所在と本論の目的 
 

複雑社会（complex societies）の起源・形成・衰退のプロセスの解明は、人類の文明とは何かを考察する上で本

質的に重要かつ興味深い学問的な問いである。メソアメリカ文明は、旧大陸（ユーラシア大陸とアフリカ大陸）

社会と交流することなく、アメリカ大陸で独自に興隆した一次文明であった［青山2007; Carmack et al. 2007］。

一次文明とはメソポタミア文明、古代中国文明やアンデス文明と同様に、もともと何もないところから独自に

生まれたオリジナルな文明を指す。一次文明は世界に四つしか誕生しなかった。つまり、メソアメリカ文明は世

界に四つしかない「世界四大一次文明」の一つをなす。古代エジプト文明、インダス文明、ギリシア、ローマや

日本をはじめとして、世界の大部分の文明社会は一次文明との交流の中でその刺激を受けて成立した二次文明

やその周辺で興った文明である。 

旧大陸の諸文明では地域間で物品や情報の交流があり、相互に影響しながら展開した。人類史における古代

アメリカの二大文明の特異性は明らかといえよう。メソアメリカ文明とアンデス文明は、長い年月をかけて個

別に発展を遂げたという点において人類史で重要な位置を占める。メソアメリカ文明の研究は、人類の文明の

起源と形成を理解する上で欠くことのできない極めて重要なデータを提供する。メソアメリカ文明の大きな特

徴は多民族、多言語から成り立ったものであり、共通の知識が異なる民族、言語によって具現の仕方を異にする

点にあった。たとえば、暦や文字は観念として共通項を含みながら、具現化された形はそれぞれ異なる。その他

の文化現象においても同様といえよう。 
ところが近年のメソアメリカ考古学研究は、地域・時代毎に専門化・細分化され、地域史を解明する方向に向

かっている［e.g., Nichols and Pool 2012］。筆者らは各地域の社会変化を人類史やメソアメリカ全体の大きな枠組み

から理解するためにメソアメリカの諸社

会を通時的に比較する共同研究が必要で

あると考えた。各地域の事例研究から得

られる成果や知見を基に、マクロな視点

からメソアメリカ文明の盛衰を理解する

試みである。 

科研費新学術領域研究「古代アメリカ

比較文明論」（平成 26-30 年度、領域代

表：青山和夫）のメソアメリカ文明論班

は、マヤ（Maya）文明のセイバル（Ceibal）

遺跡とエル・パルマール（El Palmar）遺

跡、メキシコ中央高原のトラランカレカ

（Tlalancaleca）遺跡とテオティワカン

（Teotihuacan）遺跡、メソアメリカ南東部

（Southeastern Mesoamerica）のチャルチュ
図1 メソアメリカと中央アメリカ南部：本論で言及した主要遺跡 
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アパ（Chalchuapa）遺跡とサン・アンドレス（San Andrés）遺跡、中央アメリカ南部（Lower Central America）の

ニカラグア太平洋岸のチラマティーヨ（Chilamatillo）遺跡やラ・パス（La Paz）遺跡等の諸事例の考古学調査の

成果を比較研究し、メソアメリカ文明の盛衰に関する通時的データを提供・分析することを目的とする（図1）。 

本論はメソアメリカ文明の全容を通史として網羅的に検証するのではない。各事例の調査では、先古典期（前

1000～後200年）と古典期（後200～950年）の長期間にわたって居住された遺跡を主に選定した。ニカラグア

太平洋岸は、国家のような大規模な社会政治組織が形成されなかった事例として比較する。中米の諸事例の通

時的変化に関連する多種多様な基礎的かつ実証的なデータを互いに検証しながら、比較研究を行うのが本研究

の特色といえる［青山他 2014, 2019］。筆者らは、社会を動かす仕組みを提供した公共建築と文字に注目して、

その通時的な変化についての共同研究の中間報告を『古代アメリカ』の調査研究速報［青山他 2017］としてま

とめたが、本論はその続編である。 

本論の目的は、人口変動、環境変動、戦争、交換、イデオロギー等から、マヤ低地、メキシコ中央高原、メソ

アメリカ南東部と中央アメリカ南部の事例研究において、複雑社会の起源・形成・衰退のプロセスを実証的に比

較検討することである。マヤ文明については、先古典期はセイバル、古典期はエル・パルマールの成果を主に活

用して考察する。長期間の社会変化の事例を比較する共同研究の現段階の成果をまとめるとともに、未解決な

問題を述べて今後の研究の方向性を明らかにする。 

 

２．長期間の社会変化の事例研究 
 

2-1. マヤ低地のセイバル 
猪俣健（アリゾナ大学）を団長、ダニエラ・トリアダン（Daniela Triadan: アリゾナ大学）、フローリー・ピン

ソン（Flory Pinzón: デル・バジェ大学）や青山を共同団長とするセイバル遺跡調査団はマヤ文明の起源と盛衰を

解明するために、2005-2017年にグアテマラのセイバル遺跡中心部と周辺部において大規模な層位的発掘調査に

挑んだ。その結果、現在のところマヤ低地最古の先古典期中期（前1000～前350年）初頭のEグループが出土

した［Inomata et al. 2013, 2019］。この太陽の運行に関連した二つの公共祭祀建築は、丘陵の頂上の地盤を平らに

削り取った公共広場と東西に面する公共祭祀建築の土製の低い基壇からなった。E グループを含むセイバル中

心部は、大河パシオン川を望む比高100ｍの丘陵上に建造された。 

Eグループの公共広場の東側の「シャアン（Xa’an）建造物」は、高さが1m、長さが63m、幅16m の低い土

製基壇であった。その西50mほどの「アハウ（Ajaw）建造物」は、高さが2m、底辺が4mの小さな土製基壇で

あり、正面（東側）には階段が設けられた。公共広場に面する二つの公共祭祀建築の基壇は、増改築が繰り返さ

れた。西側の建造物は、前 9世紀から石造の神殿ピラミッドを構成していった。セイバルのEグループは増改

築され続け、10世紀まで約2000年にわたって活用された。 

猪俣と青山らは、2015 年にグアテマラ考古学に航空レーザー測量を初めて導入し、熱帯雨林に覆われたセイ

バル遺跡全体と周辺地域の地形や遺構を400km2にわたって測量することに成功した［Inomata et al. 2017a, 2018, 

2019］。その最も大きな成果の一つが、遺跡中心部の「グループA」でセイバル最大の巨大基壇を確認したこと

である。それは南北600m、東西340mの長方形であり、高さは15mに及ぶ。この人工の巨大基壇の上にまずE

グループが建造され、その後に他の神殿ピラミッドや中小の基壇が建てられたのである。発掘調査によって、巨

大基壇の約 8 割が先古典期に建造・増改築されたことがわかった。その盛り土の総体積は約 70万m3を誇る。

セイバル遺跡の全ての神殿ピラミッドの体積は、巨大基壇の 1 割ほどにしか過ぎない。共同体の形成過程にお
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いて、初期の公共建築の建設活動は従来考えられていたよりもはるかに盛んであった。 

こうした水平性を強調した巨大基壇の源流は、マヤ低地の西隣りに位置するメキシコ湾岸低地南部のオルメ

カ文明のサン･ロレンソ（San Lorenzo）遺跡（前1400～前1150年）に求められる。サン･ロレンソは川とその支

流の氾濫原に囲まれた丘陵上に設けられ、セイバルの立地に類似する。サン・ロレンソでは大規模な労働力を動

員して 1kmほどにわたり高さ 7m に及ぶ大量の盛土で丘陵が人工的に整形されたが、セイバルのような平面が

長方形の巨大な基壇は建造されなかった［Coe and Diehl 1980］。セイバルの巨大基壇は、オルメカ文明の文化伝

統を取捨選択して丘陵上に長方形に建造した先古典期マヤ文明の大公共建築といえよう。 

先古典期中期前半（前 1000～前 700 年）の公共広場の供物は、マヤ低地の西のメキシコ湾岸低地南部やチア

パス（Chiapas）地方との地域間交換を強く示唆する緑色磨製石斧が主流であった。特筆すべき供物としては、

先古典期中期のメソアメリカで権力者が装着したオルメカ美術様式の翡翠製胸飾りも出土した（図2）。先古典

期中期後半（前700～前350年）には、マヤ低地の他の中心地との密接な交流を示す土器が埋納されるようにな

っていった。同時に公共広場に支配層の墓や生け贄墓が造られた［Inomata 2014］。支配層も含めた共同体にお

ける異なった集団のせめぎ合いの中で、型にはまった同じ公共祭祀が繰り返されたのではなく新しい実践も生

み出された。たとえば、高度な製作技術が窺われる完形の黒曜石製石刃残核、海産貝製装飾品や翡翠製装飾品な

どの象徴・儀礼的に重要な供物を公共広場に十字状に埋納して、マヤの小宇宙を象徴する場合もあった［Aoyama 

et al. 2017a: Figures 6, 10］。 

先古典期中期前半は主にエル・チャヤル（El Chayal）産黒曜石がセイバルに搬入された。セイバルの住民は、

先古典期中期前半のレアル（Real）1期（前1000～前850年）にグアテマラ高地エル・チャヤル産黒曜石を自然

石または自然面を残した大きな石片として搬入して不定形な剝片を打撃剥離した。レアル2期（前850～前775

年）の黒曜石製石器の産地ではエル・チャヤルが大部分を占め、サン・マルティン・ヒロテペケ（San Martín 

Jilotepeque）が続いた。石刃が完成品として搬入されると同時に、黒曜石は自然石または自然面を残した大きな

石片としても搬入され、不定形な剝片が打撃剥離された。先古典期中期前半のレアル3 期（前775～前700 年）

に、エル・チャヤル産とサン・マルティン・ヒロテ

ペケ産黒曜石製石刃核の地域間交換と押圧石刃の

生産が開始された。レアル 3 期の大部分の黒曜石

はエル・チャヤルから搬入され、サン・マルティ

ン・ヒロテペケ、イシュテペケ（Ixtepeque）が続い

た［Aoyama 2017a］。 

先古典期中期後半には、黒曜石の搬入量が飛躍

的に増大した。サン・マルティン・ヒロテペケ産

黒曜石が主流になり、エル・チャヤル産が減少し、

少量のイシュテペケ産黒曜石も搬入された。グア

テマラ高地とマヤ低地を結ぶ地域間交換網に大き

な変化があったことがわかる。先古典期中期前半

のレアル 3 期から先古典期終末期にかけて時代が

下るにつれて、大型の石刃核の搬入が増加したが、

黒曜石は先古典期を通して自然石または自然面を

残した大きな石片としても搬入され、石刃や剝片が

図2 セイバル遺跡のEグループの公共広場に埋納された 

  先古典期中期の「供物171」 
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製作された。古典期前期（200～600 年）には、黒曜石の産地では先古典期中期前半と同様にエル・チャヤルが

再び主流になった。イシュテペケが増え、サン・マルティン・ヒロテペケが激減した。グアテマラ高地とマヤ低

地を結ぶ地域間交換網に再び大きな変化があった。大部分の黒曜石は古典期にエル・チャヤルから搬入され、石

刃を押圧剥離するために既に整形された、より小さな石刃核として搬入されるようになった。 

少量のメキシコ高地産黒曜石が、古典期に完成品の石刃や両面調整尖頭器としてセイバルに遠距離交換され

た。メキシコ産黒曜石製石器は、古典期を通してセイバル遺跡中心部の公共建築や公共広場だけで見つかって

おり、周辺部では全く出土していない。つまりメキシコ高地産黒曜石製石器は経済的な価値をもつ実用品とい

うよりもむしろ、支配層が権威を示す威信財として社会・象徴的に重要であった。対照的にグアテマラ高地から

地域間交換された黒曜石製石器はセイバル遺跡中心部だけでなく周辺部にも流通し、全ての社会階層の日常の

道具として使われた。換言すると、グアテマラ高地産黒曜石の地域間交換は、セイバルの複雑社会の形成・発展

においてメキシコ高地産黒曜石の遠距離交換よりも経済的に重要な役割を果たしたのである。 

土器編年の細分化及びマヤ考古学では例外的に豊富な 182 点の試料の放射性炭素年代を組み合わせて、セイ

バル遺跡の高精度編年を確立した［Inomata et al. 2017b, 2019］。戦争の証拠は、武器として使用されたと考えら

れる黒曜石・チャート製尖頭器、殺傷痕のある成人の生贄墓［Palomo et al. 2017］や海産貝ウミギクガイに生首

を彫刻した胸飾り［Inomata et al. 2017c:Figure 6］など先古典期中期から存在する。セイバルの都市は、戦争の激

化によって社会が不安定になり、300年頃と900年頃に人口が激減して衰退した。1回目の衰退期には、他の王

朝の影響あるいは内政干渉によってセイバル王朝が成立した。2回目の衰退期にセイバル王朝が断絶し、人口が

減少し続けて10世紀に都市が放棄された。 

セイバル遺跡の堆積物試料からフローテーション（水洗浮遊選別）法により炭化した植物の種子や木片を収

集・分析した。古典期後期のセイバルでは都市化による人口増加と農地の拡大に伴って熱帯雨林を構成したク

ワ科やサポジラ科の広葉樹の樹木が伐採されて減少し環境破壊が進行した。その代わりに、乾燥や荒れ地に強

く、成長が早いマツが多く生育するようになった［那須他2019:42-43］。ちなみに現在のセイバルでは、マツは

生えていない。碑文の解読［Martin and Grube 2008］や考古学的な状況証拠によれば、古典期後期（後600～810

年）と古典期終末期（後810～950年）に戦争が激化した。セイバル中心部でチャート製石槍の製作と使用が激

増した［Aoyama 2017b］。大部分の石槍がセイバル中心部の公共建築、支配層住居や公共広場から出土してお

り、支配層が戦争に深く関わったことがわかる。マヤ文明の王や支配層の戦士としての役割が古典期後期・終末

期により重要になったといえよう。王宮やEグループの神殿ピラミッドでは、10世紀末に破壊儀礼が執行され

た［Houston and Inomata 2009:309］。セイバル王朝衰退の要因の一つが戦争の激化であった。 

 
2-2. マヤ低地のエル・パルマール 
塚本とハビエル・ロペス・カマチョ（Javier López Camacho: メキシコ国立人類学・歴史学大学）を共同団長と

するエル・パルマール考古学プロジェクトは、古典期マヤ社会における都市化のプロセスを解明することを目

的として、カンペチェ州南東部に位置するエル・パルマール遺跡において調査を実施している。本調査では、マ

ヤ社会政治組織に着目した。マヤ文字解読の飛躍的な進歩によって、古典期における王朝史の詳細とその複雑

な政治構造が明らかになりつつある。特に古典期後期に入ると、称号を有する非王族エリート集団（以下、エリ

ート集団）が石造記念碑や彩色土器などに描かれるのみならず、碑文の中で個人名や称号と共に言及されるよ

うになる［Jackson 2013］。彼らは、儀礼、戦争、同盟、貢納などの様々な政治、文化、経済的場面に登場する

ため、マヤ王朝の社会政治組織において重要な役割を担っていたと考えられている［Houston and Stuart 2001］。 
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ところが、古典期マヤ社会における彼らの社会政治的役割と物質文化を理解する際に、先行研究は二つの大

きな問題に直面してきた。第一に、コパン（Copán）［Webster et al. 1998］などの一部の遺跡を除き、これまで

発見された碑文は、発見場所とエリート集団の居住地との関連性が希薄であった。さらに碑文の内容は主にエ

リート集団ではなく、王や王族について記されたものであり、周縁部に住むエリート集団の日常生活や物質文

化については不明であった。第二に、例外的に碑文が刻まれた石碑の場所がエリート集団の居住地と一致した

場合でも、考古遺物から推測された物質文化や社会変化の編年と碑文の年代記の精度には大きな隔たりがあっ

たために、その関連性が曖昧であった。 

本調査では、この二つの問題を乗り越えつつ、古典期のマヤ王朝史における都市周縁部に住むエリート集団

の社会政治的役割をより深く理解することを目的とした。第一の問題を解決するために、エル・パルマール中心

部から1.3km北に位置するグスマン・グループ（Guzmán Group）に着目した。この周縁建造物グループは、エ

リート集団によって神殿の階段に刻まれた碑文を有するマヤ低地において例外的な建造物群である［塚本 

2016］。さらに神殿のある広場周辺には、彼らの居住や様々な諸活動を支えた建造物が立ち並んでいる。第二の

問題については、広大な面積を有した古代都市エル・パルマール全体ではなく、グスマン・グループから出土し

た78点の炭素試料に層位と土器編年、碑文解読の成果を組み合わせたベイズ統計によって高精度編年を確立し、

マヤ王朝史全体とグスマン・グループの社会的変化の詳細な関係性を明らかにした。 

調査成果から、グスマン・グループは後210～350年までに居住が開始されたことが明らかとなった。マヤ低

地南部では、後378年以降にテオティワカンとティカル（Tikal）に関連した大きな社会変化が起こる［Martin and 

Grube 2008］。例えば、エル・パルマールから34km南に位置するリオ・アスル（Río Azul）では、後393年に

テオティワカン出身と考えられるシヤフ・カフク（Siyaj K’ahk’）によって地元の支配者たちが捕らわれ、新たな

王朝が築かれた［Adams 1999］。エル・パルマールから50km北に位置するベカン（Becan）においても、後450~630

年頃に周縁部の広場が次々と放棄され、代わりに単独の神殿が設けられた［Thomas 1981:99-100］。ベカンの中

心部からは、テオティワカン様式の土製品も出土している。 

エル・パルマールも例外ではなく、古典期中期（後400~600年頃）において中心部の都市化が急激に進んだこ

とがわかっている［塚本 2017］。しかし本研究によって古典期中期をさらに細分化した結果、グスマン・グル

ープにおいては、ティカル・テオティワカンの政治勢力がマヤ低地南部に拡大する後 378 年から、ティカルが

マヤ最大の蛇王朝に敗北する後 562 年までの間に急激な変化は見られなかった。この頃のグスマン・グループ

には広場すら存在せず、貯蔵穴を有する簡素な木造住居が点在していた。つまり、エル・パルマール都市中心部

と周縁部では、都市化のプロセスが異なっていたのである。 

グスマン・グループの社会変化は、蛇王朝のマヤ低地南部への拡大と関係している。蛇王朝は後 635 年まで

マヤ低地北部と南部の境目に位置するツィバンチェ（Dzibanché）に首都を定めていたが、6世紀頃からマヤ低地

南部にある王朝への政治的介入を始める。カンペチェ州南東部においては、後 561 年にエル・パルマールから

18km 南東に位置するロス・アラクラネス（Los Alacranes）王朝において、蛇王朝の「空を見る者」王がロス・

アラクラネス王の即位式に介入したことがわかっている［Grube 2008］。「空を見る者」王は、エル・パルマー

ルから 150km 南に位置するカラクムル（Calakmul）にも勢力を広げ、遂には後 562 年にティカル王朝を打ち負

かした。グスマン・グループでは後561～639年に、後に碑文階段が設置される神殿GZ1のある広場の東側に初

めて建物が設けられた。しかしこの建物が神殿であったかどうかは現在のところ不明である。広場の南にある

建造物GZ3にも前時代の建物が設けられたが、広場を形成するには至らなかった。実際のところ、広場中央部

のやや北側には貯蔵穴を有する基壇が存在していた。 
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後 635 年になると、蛇王朝は首都をエル・パルマールの西 50km に位置するカラクムルへ遷都する［Helmke 

and Awe 2016］。そして、その1年後の636年にユクノーム・チェーン（Yuknoom Ch’e’n）二世が蛇王朝の王位

に就き、後686年まで古典期のマヤ低地において最も影響を及ぼした。その治世下の後650～671年には、グス

マン広場の北側と西側に建造物が建設された。しかし、北側の建造物GZ6の部屋内部にある石造のベンチは、

この頃には存在していない。また、西側に建てられた建造物GZ5-Sub1は、後の時代の建物に比べて小規模であ

った。グスマン広場が政治舞台へと変化したのは、後695年にティカルに敗北した蛇王朝が、ユクノーム・トー

ク・カウィール（Yuknoom Took’ K’ awiil）王の治世下により、再びその勢力を回復させる後702年以降である。

グスマン広場に設置された階段には、蛇王朝

の政治戦略に関わっていたラカム（Lakam: マ

ヤ・ユカテカ語で旗の意味）の称号を持つエリ

ート集団に関する碑文が刻まれている

［Tsukamoto and Esparza Olguín 2015; Tsukamoto 

et al. 2015］。 

碑文によると、歴代のエル・パルマール王に

仕えたラカムは、少なくとも四世代前まで遡

る。そして、その末裔であるアフパチ・ワール

（Ajpach’ Waal）は、後726年にマヤ低地南東

部に位置するコパン王朝の13代目王に謁見し

た。アフパチ・ワールの父が仕えたエル・パル

マールのウパカル・キニッチ（Upakal K’inich）

王の名前は、エル・パルマールの中心部にある

石碑10に刻まれているだけではなく、エル・

パルマールとコパンの間にあるナフ・トゥニ

ッチ（Naj Tunich）洞窟にも描かれている。石

碑10と洞窟の碑文は、後711年と719年に記

された。これらの記述に加えて、蛇王朝のユク

ノーム・トーク・カウィール王の名がグスマ

ン・グループの碑文階段に刻まれていること

から、エル・パルマール王とラカム集団は、後 711 年から 726 年にかけてコパン王朝と同盟を試みたと推測さ

れる。 

グスマン・グループは、後726年に政治演説の舞台装置となる碑文階段の神殿GZ1が設けられただけでなく

［Tsukamoto 2014］、建造物GZ3、GZ5、GZ6の建設によって広場が形成された（図3）。同時に、広場内に設

けられていた前時代の建物は取り壊された。建造物GZ6の西側の部屋には、来訪者を謁見するための石造ベン

チが新たに設置された。またこの建物の中央部には、貢ぎ物などを一時的に保管できる小さな部屋が追加され

た。神殿GZ1 の向かいにある建造物GZ5 は、広場側に五つの入り口を有する全長 25m の公共建造物へと変化

した。この時期以降にグスマン・グループで出土した土器には、墓の供物を含めて直径が 30cm 以上、中には

70cm に達する大椀や大皿が含まれており、政治的儀礼などの際に繰り返し饗宴が行われていたと推測される

［Tsukamoto 2017］。 

図3 エル・パルマール遺跡のグスマン広場 
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蛇王朝がティカルに二度目の敗北を喫した後734もしくは735年以降に［Beliaev et al. 2013:129-132］、グスマ

ン広場において大規模な増改築が行われることはなかった。ただし、広場外はこれまで限定的にしか発掘され

ていないため、建築事業が広場内から外へと拡大した可能性は否めない。マヤ低地南部にある他のマヤ遺跡群

と同様に、グスマン・グループは後800～850年頃に放棄された。 

これらを総合すると、グスマン・グループのラカム集団は、蛇王朝のカンペチェ州南東部への進出に伴って、

エル・パルマール王朝内での政治的立場を確立し、蛇王朝の政治戦略に主体的な役割を果たしたようである。同

時に王朝内における立場を維持するために、政治的儀礼や饗宴を繰り返し行った。そして蛇王朝の崩壊後もグ

スマン・グループでの居住は続いたが、広場における大規模な建設事業は実施されなかった。 

 

2-3. メキシコ中央高原のトラランカレカ 
村上達也（テュレーン大学）と嘉幡を共同団長とするトラランカレカ考古学プロジェクトは、メキシコ中央高

原における先古典期から古典期にかけての社会的特徴やその変化を解明する目的で、2012年から実施されてい

る［e.g., 嘉幡2019:61-74; 嘉幡・村上2015; 嘉幡他2014, 2017; Kabata et al. 2014; Murakami et al. 2017, 2018］。2019

年8月までに行った調査の結果から、トラランカレカ遺跡（前800～後300年）における都市化の発展過程をおお

よそ復元することができ、衰退に関する仮説の提示が可能となった。同時に、先行研究との比較考察によって、

テオティワカン（前150～後550/600年）での国家形成やチョルーラ（Cholula; 前200～後600年）での大都市の台

頭を代表例とする古典期社会への移行について議論できる段階に入った。 

本節の目的は、まず上記の研究成果をまとめてトラランカレカの都市形成史を概観することにある。次に、社

会の発展は一般的に組織の強化そして知識の蓄積や技術の進歩によると説明可能ではあるが、本論ではここか

ら議論をさらに進め、原動力には社会的結束力を高めた観念体系の共有化や再解釈があったことを指摘する。

最後に、この古代都市の衰退には、ポポカテペトル（Popocatépetl）火山の噴火（後70年頃）を代表例とする自然

要因によって引き起こされた、パラダイム・

シフトが大きく影響していたと主張する。 

トラランカレカ遺跡は、メキシコ盆地とプ

エブラ・トラスカラ地域の間にそびえるシエ

ラ・マドレ山脈の一角をなすイスタシワトル

（Iztaccíhuatl）山（標高 5230m）の北東の麓

に位置している。遺跡の中心部はこの麓にあ

る舌状台地に位置し、居住範囲はその北区域

と南区域にも広がっていた（図4）。トラテ

ンパ期（Tlatempa;前800～前650年；トララ

ンカレカ I期）に定住村落が確立した。表面

採集調査の結果に基づくと、土器は舌状台地

の東側及び北区域で集中して出土しており、

いくつかの住居集団が散在していたと推測

できる。次のテショロック期（Texoloc; 前650

～前500年；トラランカレカ II期）では、舌

状台地の東側、北区域の南部、そして南区域の
図4 トラランカレカ I～III期の空間組織 
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北部に居住の痕跡を示す遺物が集中している。ここから判断して、居住域は丘陵部の東端の崖下に位置する自

然の泉（図4の湧水）を中心に形成されていたと考えられる。 

一方で居住域は、峡谷や崖などの自然地形によって分断されており一カ所にはまとまっていなかった。ある

程度自立した近隣住区を形成していたと考えられる。他方、祭祀・行政用の建造物は丘陵部東部に集中してい

た。これらの建造物群の配置には、後のテオティワカンでは一般的となる対称性や中心軸といった明らかなパ

ターンは認められない。しかし主要な基壇を直線で結ぶと、その延長線上に崖下の湧水が位置している。泉は異

なる社会集団を相互交流させる中心的な場であった可能性を示唆できる（「水の山」の形成）。この時期以降、

トラランカレカは政治的・宗教的な中心地として発展していく基盤が整ったと考えられる。 

テソキパン期（Tezoquipan; 前500～後50/100年）の前半（トラランカレカ III期）から、社会はさらに発展し

都市が形成されていったと考えられる。居住密集地は舌状台地の西に向かって拡大し、巨大な都市へと変貌し

た（図5）。この時期に祭祀・行政用建造物の中心軸が確立され、数々の巨大建造物が造られた。ショチテカト

ル（Xochitécatl）、ラ・ラグーナ（La Laguna）、クイクイルコ（Cuicuilco）など同時代に存在していた都市・大

集落では、大規模建築複合はピラミッドと大広場で構成され、一つの「中心部」を有することが一般的であった。

しかし、トラランカレカにおける空間組織は、九カ所において「中心部」が造られたため、大きく異なる。 

テソキパン期の後半及びテナンイェカック期初期（Tenanyecac;後50/100～200 年；トラランカレカ IV期）に

かけ、III期に形成された建築複合の各建造物に増改築が繰り返されたことがわかった。後70年頃にポポカテペ

トル火山が噴火し、ショチテカトルやクイクイルコが衰退する一方で、トラランカレカはこの自然災害をバネ

として最盛期を迎える。特にこの遺跡の最大規模を持つセロ・グランデ建築複合での増改築は、他の建築複合と

比較して顕著であった。また、セロ・グランデ・ピラミッドの壁面には、後にテオティワカン国家で標準化した

建築様式（タルー・タブ

レロ様式）が採用され

ていたことが判明した。

後200～300年（古典期

前期の初期；トララン

カレカV 期）は、トラ

ランカレカ社会の衰退

期である。この時期に

は前時期に見られた増

改築は認められず、新

たな建築複合が形成さ

れることもなかった。 

トラランカレカ社会

の空間利用の変遷から

いくつかの興味深い特

徴が理解できる。まず、

この社会は舌状台地の東側を中心（図4の湧水）に集落が形成され、時とともに西側に広がったことである。し

かし、この広がりは隣接していた非居住域が徐々に開発されていった結果、連続した空間として西にじわじわ

と拡大していくパターンではなかった。トラランカレカ II 期で認められた居住域が複数カ所で存在する空間パ

図5 トラランカレカ IV期の空間組織 
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ターンを踏襲して、III 期には舌状台地で複数の建築複合（「中心部」）が誕生した。つまり、この時期までの

トラランカレカ社会は、一つの強固な集団へとまとまっていく社会統合の歩みを取らず、各建築複合の集団が

各自の「中心部」を形成し、緩やかな集合体として発展していった。しかし、この共同体の構造はトラランカレ

カ IV期に変質する。各建築複合において増改築は認められるものの、セロ・グランデ建築複合でより顕著であ

るため、ここを都市の最重要拠点（「中心部」）として社会がまとまっていくからである［嘉幡 2019:66-69］。 

トラランカレカ社会の盛衰には、観念体系の確立と共有化、再解釈、そしてパラダイム・シフトが関連してお

り、三つの変革期が認められる。①トラランカレカ I～III期：湧水を中心に複数の社会集団が形成され、これが

発展・拡大していく段階（観念体系の確立と共有化）、②トラランカレカ IV期：ポポカテペトル火山の噴火に

よって今までの観念体系を見直す必要に迫られた時期（観念体系の再解釈）、③トラランカレカV 期：この観

念体系が受け入れられなくなり衰退する時期（パラダイム・シフト）。嘉幡や村上は、ある特定地域における社

会の発展が、組織の強化そして知識や技術の進歩のみを起因とするのではなく、観念体系の変化も含めて考察

すべきだと考える。その理由は、ある特定地域に人々が密集する原動力には、社会の統合を可能にする観念体系

の確立と共有化が必要であり、古代の都市とは物質空間である前に象徴空間（アルテペトル；ナワトル語で「水

の山」）であったと考えるからである［嘉幡他2017:75-77］。 

トラランカレカ I～III期にかけて、湧水をシンボルとして自然地形を利用し「水の山」が創り出された。トラ

ランカレカの都市空間が、平野部の広がる東に向かわず西にある舌状台地に拡大したのは、70～100mほど高い

舌状台地が「水の山」としてシンボル化されたからと推測できる。トラランカレカ IV期は、ポポカテペトル火

山の噴火によって、メキシコ盆地やプエブラ・トラスカラ地域一帯に社会変動が引き起こされ、被災者が新たな

定住先としてトラランカレカ、テオティワカンそしてチョルーラなどに大挙押し寄せた動乱期である。この状

況下において、トラランカレカ社会は、成員間の結束をより強固にする目的で、セロ・グランデ建築複合を最大

の「水の山（中心部）」として社会組織の再編を実施したと考えられる。 

しかし、このポポカテペトル火山噴火を契機とする社会組織の再編は、トラランカレカのみで起こったので

はなく、テオティワカンでもチョルーラでも実施されていた。後二者が後300年以降も発展し続けたのに対し、

トラランカレカは衰退する。これは、トラランカレカの為政者らが社会混乱によってパラダイムが変化する中、

これを克服するためのイノベーション能力（観念体系の見直しとその共有化）の面において、テオティワカンと

チョルーラに劣っていたためであると考えられる［嘉幡2019:68-74］。 

 
2-4. メキシコ中央高原のテオティワカン 
福原はテオティワカンにおける初期国家形成過程を解明するため、一般庶民が居住したテオティワカンの住

居址を調査した。メキシコ中央高原の他の遺跡に比べて、テオティワカン遺跡では公共建築のみでなく都市全

域での調査研究が進んでいる。しかし都市中心部の公共建築に比べると、一般住居に対する調査は質、量ともに

限定されている。社会の複雑化を考える際、トップダウンの視点だけでは見落とされてしまう社会変化を一般

住居址資料から拾い上げ、都市中心部の資料と比較検討することが必要である［福原2017:86］。また社会の複

雑化を理解するためにはテオティワカン自体の研究のみでは十分でなく、広域の社会状況と時間的前後関係に

注意を払う必要がある［嘉幡 2019］。この観点から、テオティワカン成立以前の居住形態を理解するため、ト

ラランカレカ遺跡の住居址においても調査を実施した。火山噴火の影響範囲と規模を調べるために踏査とコア

リング調査も実施した。初期国家形成直前にメキシコ中央高原に大規模な災害と人口移動をもたらしたポポカ

テペトル火山噴火は、メキシコ中央高原全体に社会変化を引き起こす大きな出来事であった。 
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これらの調査のうち、本節ではテオティワカン遺跡のアパート式住居複合に焦点を当て、その変遷過程をテ

オティワカン史の中に位置づけて、社会の複雑化がどのように起きたのかを考察する。調査を実施したテオテ

ィワカンのラ・ベンティージャ（La Ventilla）地区は隣接する複数のアパート式住居複合が20年以上にわたり継

続的に発掘調査されている唯一の地区であり、調査資料が蓄積されている。ラ・ベンティージャ地区のラ・ベン

ティージャ Iは地区を統括する地区神殿の役割を果たし、ラ・ベンティージャ IIはエリート住居址、ラ・ベンテ

ィージャ IIIは手工芸品生産を担った庶民の住居址であった［Gómez Chávez 2000］。 

アパート式住居

複合は、各々の大き

さや材質に差異が

あるものの、その空

間デザインは規格

化され均質性が高

い。周囲を高く厚い

壁で囲い、内部に複

数の中庭を配し、そ

の中庭を囲うよう

に部屋や基壇が配

置される。中庭と部

屋または中庭と基

壇というセットが

一つの単位（以下ユ

ニット）となってお

り、これらユニット

が複合し一つのア

パート式住居複合

を構成する。一つの

アパート式住居複

合は血縁者や地縁

者、専門工房などの社会的つながりを持つ複数の世帯によって共有された［Millon et al. 1973: 40］。中庭と基壇

で構成されたユニットは、アパート式住居複合を共有する集団の祭祀・政治集会に利用され、集団生活の紐帯を

深める役割を果たした［福原 2017］。 

アパート式住居複合はトラミミロルパ期（Tlamimilolpa：後 200〜350 年）に建設が開始された［Millon 1981: 

206］。規格的な空間デザインもこの時期には既に基本形式として確立されていた。ショラルパン前期（Xolalpan: 

後350～450年）以降は大型公共建築の建設や改築がほぼ停止し、代わってアパート式住居複合の建設が活発に

なりテオティワカンの崩壊期まで継続された。 

ラ・ベンティージャ地区の発掘調査報告によれば、最初の建設活動はミカオトリ期（Miccaotli: 後150～200年）

にさかのぼる［Cabrera Castro 2003］。測量調査を基に行ったアパート式住居複合の復元（図6）によれば、後の

ラ・ベンティージャ Iおよび II の基礎となる1辺の長さが15mを超える中心的基壇がミカオトリ期に建設され

図6 ラ・ベンティージャ地区、アパート式住居複合の建築変遷過程 
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た。基壇はタルー装飾（斜壁）が施され、アパート式住居複合を区画する外周壁はまだない。その後、トラミミ

ロルパ期前期（後200～250年）にラ・ベンティージャ Iおよび IIで1辺の長さ約60mの外周壁が造られる。内

部にはタルー・タブレロ装飾（斜壁と垂直飾り壁）をもつ基壇の複合体と中庭のセットが建設された。トラミミ

ロルパ期後期（後250～350年）にラ・ベンティージャ IIIも建設が開始され、ラ・ベンティージャ IIと IIIでは

部屋状構造が増加し居住空間としての役割も担うようになる。 

ラ・ベンティージャ IIの中庭は分割または縮小され、中庭と基壇を中心とした儀礼や政治的空間の中心はラ・

ベンティージャ Iへと収斂していく。ショラルパン期前期（後 350～450 年）にラ・ベンティージャ I では基壇

が拡大し、それ以前は中庭を通して可能であった内部空間へのアクセスが制限され、中庭も縮小された。ショラ

ルパン期後期（後450～550 年）にはラ・ベンティージャ I の外周壁が東へ拡張し、タルー・タブレロ装飾が施

され、大きな基壇のような外装になる。以前は儀礼や政治活動を行う公的機能がラ・ベンティージャ Iの内部空

間に収まっていたが、その一部がラ・ベンティージャ Iの東側の外部空間へと移っていく。また、ラ・ベンティ

ージャ IIではアパート式住居複合の南側への拡張が進んだ。メテペック期（Metepec: 後550～650年）にはラ・

ベンティージャ Iの東側隣接部が開発され、南北に小基壇を備える広場が整備された。 

次にテオティワカンの歴史にアパート式住居複合の変遷過程を位置づける。テオティワカンではミカオトリ

期からトラミミロルパ期前期にかけて都市建設が進み、国家が誕生した。後のアパート式住居複合の礎となる

基壇はミカオトリ期に建設が開始されており［Cabrera Castro 2003:23］、国家的統合を図る都市中心部の大型公

共建築のみでなく、居住区においても小型基壇を中心に小さな共同体の紐帯を深めるべく試みられていたと指

摘できる。 

その後、羽毛の蛇神殿や太陽のピラミッドが建設されたトラミミロルパ期前期に、アパート式住居複合が誕

生した。都市中心部の建設活動と同時に、一般庶民に対しても居住区が割り当てられたといえる。トラミミロル

パ期後期には、アパート式住居複合の内部に住環境が整備されていく。都市中心部で公共建築がさらに大型化

しトップダウンでの国民統合が進むのに呼応する形で、アパート式住居複合では、世帯毎や工房毎に構成員を

統合する小規模な基壇と中庭のセットが造られた。基壇や中庭での共同活動を通して、複雑化する社会の統合

や維持が図られたと考えられる。 

しかし、都市中心部の建設ラッシュが落ち着くショラルパン期になると、中庭は新たな部屋の建設や基壇の

拡大により縮小または分割された。特にこの傾向は地区神殿で顕著に見られ、基壇部分がアパート式住居複合

の半分以上を占めるような拡張が行われた。社会統合の方法は中庭での活動から秘匿性の高い基壇上部での活

動へシフトしたのかもしれない。ただし、ラ・ベンティージャ Iの東側がショラルパン期後期からメテペック期

にかけて広場として利用されるようになることから、ラ・ベンティージャ Iの地区神殿がより多くの成員に対す

る社会統合の場所として改築されたと見ることもできる。ショラルパン期後期からメテペック期にかけての時

期は、テオティワカン国家が衰退していく時期にあたり、社会も不安定化したと考えられる。社会不安の高まり

とともに、地区レベルの社会統合の仕組みがより大規模化したともいえるだろう。ただし、この時期は既存の支

配者に代わる新たなエリートが台頭する時期でもあり、イデオロギーの変化がアパート式住居複合の変化に表

れているともいえる。 

基壇と中庭の組合せは継続的に使用され続けるものの、アパート式住居複合の建設初期には小規模な共同体

に分かれていた住人を国家へ統合するための装置として活用された。やがて共同体同士の紐帯が強化されると、

国民統合の役割は地区神殿が中心的に担うようになる。国家衰退期にも地区神殿は大きな役割を果たしたと考

えられるが、新たなイデオロギーの下でその役割に変化が起きたと考えられる。 
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2-5. メソアメリカ南東部のチャルチュアパとサン・アンドレス 
 市川は、メキシコ中央高原やマヤ低地のように大都市が栄えた地域の社会変化との比較を射程として、メソ

アメリカ文明圏の南東周縁部に位置するチャルチュアパ遺跡とサン・アンドレス遺跡の調査を実施した。文明

形成の核となる大都市や支配層だけでなく、大都市の周辺に位置する多数のセンターや集落、一般民衆への関

心は高まっている。これまで受動的・静的と見なされてきた存在を能動的・動的な存在として位置づけ、多様な

社会集団の相互作用の結果として複雑社会の動態を解明する必要がある［e.g. Joyce et al. 2016］。メソアメリカ

文明の大都市が興亡する中で、その周縁の社会ではどのような変化があるのか、または変化しないのか、周縁地

域内での社会動態にも着目しながら検討する。 

メソアメリカ南東周縁部における複雑社会の形成過程の解明にむけて、カミナルフユ（Kaminaljuyú）やコパ

ンといった大都市遺跡の南東に位置するチャルチュアパ遺跡とサン・アンドレス遺跡を調査の対象とした。い

ずれの遺跡も少なくとも先古典期中期（前1000〜前350年）から後古典期後期（1250年〜16世紀）までの長期

の社会活動が営まれていたため、通時的研究に適しているからである［市川・八木2016; Sharer 1978］。またい

ずれの遺跡も火山噴火の影響を受けており、突発的な環境変化と複雑社会の動態に関する知見が期待できるこ

とは、メキシコ中央高原の複雑社会の形成過程との比較においても有益なデータを提供できる。本論では、ペン

シルバニア大学などの調査成果に加えて、名古屋大学が中心となって実施してきた調査成果を基に、メソアメ

リカ南東部の社会変化を見ていく。通時的変化の把握には、チャルチュアパ遺跡では51点、サン・アンドレス

遺跡では25点の放射性炭素年代と土器編年を組み合わせて精度の向上を図った。 

 チャルチュアパでは先古典期前期（前1200年頃）から人々の居住が始まり、先古典期中期前半に相当する前

900〜650年には高さ約22mに達する土製ピラミッド（E3-1-2nd建造物）が自然地形を利用したと考えられる基

壇の上に建造される。E3-1-2nd建造物は、高さという点において、メキシコ湾岸低地南部のラ・ベンタ（La Venta）

遺跡の建造物C-1の約34ｍ、グアテマラ太平洋岸低地の

ラ・ブランカ（La Blanca）遺跡の1号マウンドの約25ｍ

には及ばないものの、先古典期中期のメソアメリカの中

でも大型の部類に属することは間違いない。ただし、こ

のような大型の公共建築がチャルチュアパで誕生した

背景を知る手がかりは現段階では少ない。オルメカ的な

顔つきの有力者の到来を想起させる 12 号石彫が見つか

っており、オルメカ文明との接触や聖なる山信仰がチャ

ルチュアパ興隆のきっかけとなった可能性はある。一方、

肥沃な土壌で知られるサポティタン（Zapotitán）盆地に

位置するサン・アンドレスでは、前600年頃から土器生

産が活発化するようであるが、公共建造物などはなく社

会の複雑化はそれほど進行していなかった。 

先古典期後期・終末期に相当する前200 年頃〜後200

年頃にかけて、チャルチュアパでは新たに更新された

E3-1-1st 建造物を中心として、その周囲には複数の公共

建築および公共広場が建設された。E3-1-1st 建造物は、

 
図7 チャルチュアパ遺跡カサ・ブランカ地区 

  出土の石碑祭壇複合 
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高さ約 24m にまで達した（先スペイン期エルサルバドル最大）。公共建築の正面には文字や暦が刻まれた石彫

や素面の石碑祭壇複合などが建立された（図7）。公共建築群の三角形配置、南北の中心軸線上に石彫や供物が

配置されるなど景観に規則性が認められる。公共建築群の周囲にはトウモロコシ畑が巡らされており、往時の

社会生活を成立させる上で重要であった観念体系や世界観が確立されていったと推測する。こうした観念体系

や世界観をはじめ多様な文化要素を、チャルチュアパの人々は、同時期のカミナルフユ、タカリク・アバフ

（Tak’alik Ab’aj）、イサパ（Izapa）といった主要センターと共有した。 

近年チャルチュアパで発見された長期暦の7バクトゥンの日付をもつ石碑破片などの存在に鑑みれば［Ito and 

Stuart 2019］、同時期の社会の中でも先進的な知識や技術を有していたと考えられる。同時に、通称「様式化さ

れたジャガーヘッド」と呼ばれる地域独自の様式の創造、装飾性に優れたウスルタン（Usulután）様式土器やグ

アテマラ高地のイシュテペケ産黒曜石の生産と流通経路を確保し、地域に根ざした世界観や経済基盤を構築し

ていった。サポティタン盆地では、チャルチュアパと同様な建造物配置をもつエル・カンビオ（El Cambio）が

主要センターとして発展するが、石彫が製作されることはなかった。土器ではウスルタン様式土器が占める割

合は低く、粗雑な刻線文が特徴的な在地系土器が生産されていた。サン・アンドレスでは畝を使用した農耕を営

みながら大量の土器を生産していたが、公共建築群はまだ建造されていない。 

 先古典期後期から終末期に相当する前400〜後150年にかけてのマヤ南部地域は、マヤ社会の複雑化の過程を

考える上で重要な時期として議論が活発になってきている。とりわけ猪俣らによる新カミナルフユ編年案が議

論の呼び水となっている［Inomata et al. 2014; Inomata and Henderson 2016］。猪俣らは、1）前350年頃にラ・ベ

ンタの凋落と同調するようにマヤ南部地域の諸センターが衰退する、2）豊富な副葬品を持つ厚葬墓の存在や石

彫様式から推測される王を頂点とする中央集権的な社会の形成が前 100 年以降に急速に進むと主張する。否定

的な見解もないわけではない［Love 2018; Rosenswig 2019］。しかし、チャルチュアパの既存データからは否定

できる物証は現時点では見当たらない。猪俣らの説が正しいならば、チャルチュアパの社会変化も前 100 年以

降に急速に進んだといえよう。ただしチャルチュアパでは厚葬墓は存在せず、後代のように権威や権力を墓に

表象することはなかったといえる。 

後 150〜200 年頃には、カミナルフユやエル・ミラドール（El 

Mirador）などの大センターが次々と衰退する。チャルチュアパで

も大きな変化が生じる。公共建築群の場所が遷移するに伴い、建

築方位軸で東西軸が基本となり、建築様式も一変した。神殿ピラ

ミッドには外部からは見えないアクセスの限定された閉鎖空間の

創出、厚葬墓も造られる。閉鎖空間の創出や厚葬墓の出現は、前

代と比較して成員間の格差が広がり、権力や富を掌握した支配層

が出現したことを示唆する。こうした支配者の存在は、後 400〜

450 年に起きた新大陸最大規模と評されるイロパンゴ火山の巨大

噴火後にさらに顕著になる。先行研究で指摘されているような噴

火による崩壊・断絶ではなく、むしろ自然災害を契機として社会

はさらに複雑化していったと考えられる［市川2017］。その傍証

として、サン・アンドレスでは噴火後に災害因子である火山灰を

建築材として神殿ピラミッドなどの公共建築群の建造が開始され

る（図8）。 

 
図8 サン・アンドレス遺跡5号建造物 

  に使われた大量の白色火山灰 
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図像資料などに乏しいメソアメリカ南東部ではメキシコ中央高原やマヤ低地に見られるような聖なる山信仰

の存在をどこまで敷衍するかは今後の課題である。とはいえ、大量に降り注いだ火山灰によって一面白銀の世

界と化した景観の中に身を置いた人々の間で社会の変革を促す機運が高まっていったのかもしれない。特に支

配層にとっては混乱を収束し、社会を再生する手腕が問われたことであろう。 

 古典期のマヤ低地では碑文に王朝の歴史が刻まれ、神聖王として個人を表象する傾向が強化される。しかし、

チャルチュアパやサン・アンドレスの支配層はコパン王朝から下賜品を授与されるなどの交流があったにもか

かわらず［Card and Zender 2016:287-289］、歴史や個人を表象する石碑を残すことはなかった。古典期のマヤ低

地とメソアメリカ南東部ではある特定の支配層の権力が強化されていくという点において類似しているが、そ

の物質的表象には異なる戦略があったと推測される。メソアメリカ南東部では先古典期に既に石彫を核とした

信仰を通じて社会統合戦略が図られていたにもかかわらず、後代に継承されることはなかった。マヤ南部地域

でも石彫がほとんど造られなくなることに鑑みるならば、先古典期終末期のマヤ地域の混乱と同時期に起こっ

た社会変化が後代の人々の記憶に大きな影響を及ぼしたのかもしれない。 

 メソアメリカ南東部の社会の複雑化は、汎メソアメリカ文明の複雑社会の形成過程の流れと決して孤立無縁

ではなく、各時期に広範な影響力を有した諸都市の直接的または間接的影響を受けつつ進行した。そして、社会

情勢を的確に把握しつつ、在地特有の世界観や社会戦略を創造・継承、あるいは再編させながら社会を存続させ

ていった。しかし、往時の世界観の核となる壮麗な火山を背景とする自然景観、翡翠・黒曜石・塩といった自然

資源へのアクセスが良い地政学的立地、肥沃な土地など社会発展に必要と思われる環境は整っていながら、古

典期マヤ低地の諸都市やテオティワカンのような国家がついぞ誕生することはなかった。 

 

2-6. 中央アメリカ南部のニカラグア太平洋岸 
 ニカラグア太平洋岸とコスタリカ北西部はメソアメリカ南東辺境を形成する。コスタリカ北部アレナル

（Arenal）湖畔では、前 2000 年紀の土器が見つかり、円弧を描く柱穴（住居址）、磨製石器、調理に用いられ

たと思われる焼けた石、炭化物の付着した多くの土器片、さらにトウモロコシの植物遺存体などが確認されて

いる［Hoopes 1994: 13-16］。同様な土器がニカラグア湖のオメテペ島［Haberland 1992: 70-73］、マナグア湖畔

の遺跡［Espinoza 1995］でも発見されており、この時期に既に農耕定住村落が点在していた可能性を示唆する。

これはメソアメリカの中では格段に早い。しかし、その後の社会発展は緩慢で、いつしか北のメキシコ中央高原

やマヤ低地に追い越されてしまい、スペイン人侵略時まで国家と呼べるような大規模な複雑社会は出現しなか

った。近年ニカラグアでの発掘調査では、先古典期に遡る豊富な副葬品を伴った集団埋葬墓が確認され［長谷川

2016: 230］、従来の想定より早い時期に社会の階層化や富の偏在が生じた可能性も議論されている。とはいえ、

メソアメリカ古典期並行の時代を通しても中核村落と周辺村落の二階層のセトルメント・パターンがみられる

のみだった ［Salgado 1996:131-137］。 

コスタリカ北西部では先古典期のオルメカ、古典期前期のマヤ低地とつながりを示す緑色石製品が数多く見

られ、ニカラグア太平洋岸ではホンジュラスやエルサルバドルとのつながりを示すウスルタン様式土器が出土

している［Lange 1992:115-119］。また、グアテマラ高地産黒曜石製石器も確認されているが、これは南に下る

にしたがって漸次的に出土量が減少することから、連鎖（ダウン・ザ・ライン）交換によってもたらされたもの

と考えられる［Braswell et al. 1995］。 

 古典期終末期と後古典期（950年～16世紀）には、大きな社会変化がこの地に起こる。チョロテガ（Chorotega）

とニカラオ（Nicarao）という民族集団がメキシコから移住したことが強く推認されるのである［e.g. Chapman 
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1960］。民族史と言語学資料からは、スペイン人侵略時に首長制社会を形成していた人々は、この移住に起源を

もつ人々だったとされる。考古学資料からは、この移住は後800年頃と1350年頃の二度にわたって起こったと

従来考えられてきた。後述するが、この歴史観は現在再検討を迫られている。この問題の解決に寄与する資料を

得るため、長谷川らは、マナグア湖畔に所在し後古典期の良好な堆積を保つと思われる遺跡を選定して発掘し

た。 

 チラマティーヨ遺跡［長谷川2016; Hasegawa 2017］では、マナグア湖畔の小高い台地上の試掘により約3,700

点の良好な土器資料、石器その他の遺物、そして後1210-1275年、後1220-1280年という放射性炭素年代が得ら

れた。注目すべき点の一つは土器編年である。オメテペ（Ometepe）期の土器と呼ばれる一連の土器が、従来後

1350〜1550年という絶対年代を与えられ、ニカラオの移住と関連するとされてきたが、これらが13世紀という

年代測定値を呈している。また、オメテペ期の土器には、その前の時期で、現行編年で後800〜1350年とされる

サポア（Sapoa）期の土器との層位的前後関係も見られない。両者は常に混在して出土する。さらに、もう一つ

の特徴は生業に関する遺物の種類であり、土製の錘や魚の骨、亀の甲羅といった水産資源の利用を示唆する遺

物の豊富さと、植物遺存体、コマル（Comal）と呼ばれる土製フライパンや磨製石器などの農耕の痕跡の欠如ま

たは希薄さである。 

 同じくマナグア湖畔にあるラ・パス遺跡［長谷川2016; Hasegawa et.al. 2019］では、ニカラグア太平洋岸では

珍しいマウンド遺構の建築シークエンスを把握することができた（図9）。この円形マウンドは最終段階で高さ

2.8m に達する。初期段階では掘っ立て柱式建物が建っていたようで、柱穴がある床面を覆う盛り土の放射性炭

素年代は後1045-1215年であった。注目されるのは次の段階で、盛り土の上に方形の石造基壇が建設される。上

部構造は有機質で造られており、その残骸である焼土片が基壇の周囲に散乱していた。言うまでもなく、方形石

造基壇はメソアメリカの文化要素で、当該地域では極めてまれである。放射性炭素年代は後 1220-1280 年であ

る。この基壇もやがて盛り土に埋められて最終的に円形マウンドに造り変えられる。盛り土から採取した炭化

物の放射性炭素年代は後1280-1390年である。 

 さてラ・パス遺跡の出土物を見てもメソアメリカ的文化要素は希薄である。黒曜石製石器は少なく、しかも

押圧石刃はほぼ皆無であり、不定形な剥片が大部分を占める。植物遺存体はマウンド内部から出土したマメ科

植物が目を引く程度で、トウモロコシの遺存体は出土せずコマルもない。この点、マウンドから離れた場所で

居住区域の探索のために行われた試掘では、偶蹄類（シカ、イノシシ）、ウサギ、食虫類の骨、魚骨が多く出

土しており、相変わらず狩猟や漁労に依存した

生活様式を送っていたと考えられる。 

 以上の知見は、同じくニカラグア太平洋岸で

行われた調査結果［McCafferty 2010; McCafferty 

and Steinbrener 2005］と符合する。2000年代に行

われたカルガリー大学の調査団によるニカラグ

ア湖湖岸のサンタ・イサベル（Santa Isabel）、エ

ル・ラヨ（El Rayo）、テペタテ（Tepetate）の三

遺跡の発掘によれば、やはりオメテペ期とされ

るコンテクストからの放射性炭素年代には後

1200年を下るものがなかった。トウモロコシ農

耕の痕跡は見当たらず、その代わりにラスパデ図9 ラ・パス遺跡、マウンド1西面 
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ィータ（raspadita）と呼ばれ有毒マニオクの調理用と考えられる細石刃が多く出土する。黒曜石製石器などその

他のメソアメリカの文化要素も欠如または希薄であった。さらに、国境を挟んだコスタリカ北西部でも同じ現

象が見られる。1990 年代に集中的な調査が行われたクレブラ（Culebra）湾岸のいくつかの遺跡では、後古典期

に漁業技術の進歩と水産資源への依存の増加が見られ、またオメテペ期の多彩色土器には13世紀以前の放射性

炭素年代が得られていた［Gómez 1998; Hernández 1998］。 

上記のように、古典期終末期と後古典期のメソアメリカ系民族の移住については、その年代と様態について

の再検討が必要となっている。現状ではどのようなことが言えそうなのかみてみよう。まず後800年と1350年

頃に移住が二度だけ起こり、その結果としてニカラグア太平洋岸がメソアメリカ化されたという図式は成り立

たない。後 800 年頃に多彩色土器や埋葬様式が大きく変化していることは事実であり、これが北からの移住を

反映しているというのはおそらく正しいだろう。だとしても、伝承から想像されるような大規模な集団がメキ

シコからニカラグア太平洋岸に直接到着したということはなく、実態としては中継地を通しての間接的移住で

あり、小規模な集団がいくつもの波となり漸次的に当該地域に浸透したと思われる。 

マナグア湖周辺では、この時代の物質文化のパターンは多様である［長谷川 2016］。建造物は、ラ・パスの

ような大規模円形の石造マウンド、方形石造基壇に加え、マナグア市のネハパ（Nejapa）遺跡の小規模円形石造

マウンドがあり、チラマティーヨには地表に建築遺構が見られない居住跡もある。また埋葬様式は、この時期

のニカラグア太平洋岸では甕棺埋葬が多いものの、マナグア市のロス・マルティネス（Los Martínez）遺跡のよ

うに、石郭墓、甕棺埋葬、副葬品を伴う直葬が混在する例もあり、多様性が見受けられる。物質文化を民族と

同一視することの是非はさておき、異なる物質文化を持つ人々が共存していた可能性がある。古典期終末期と

後古典期に北からニカラグア太平洋岸への移住があったとしても、移住者たちは在地の人々と共存、混淆して、

現地社会に与えた影響力は限定的だった。 

 ニカラグア太平洋岸では、上述のように農耕は早くから始まっていたが、大規模建築は建設されず、国家が出

現することもなかった。古典期終末期と後古典期に移住したメソアメリカ系民族とされるニカラオやチョロテ

ガが、トウモロコシ農耕民というメソアメリカ的な生業に背を向けて、湖や海岸の動物資源を利用し、干ばつに

強いマニオクを栽培していることは示唆的である。メキシコ中央高原やマ

ヤ低地よりも雨季と乾季が明確なニカラグアでは、おそらく気候的にトウ

モロコシ栽培は難しく、マニオクがより安定的な食材として重宝されたと

考えられる。保存がきくトウモロコシが安定的に供給されたメソアメリカ

に比べると、食料供給と人口増加に限界があったといえよう。 

 紀元前2000年紀に定住農耕村落が現れるにもかかわらず、ニカラグア太

平洋岸での社会の階層化と複雑化は遅々とした歩みだった。先古典期後期

から古典期前期の北の地域との土器、緑色石製品の遠距離交換も大きな社

会変化を引き起こしたようには見えない。イデオロギーや天文知識を具現

化したと思われる建造物は未発達であり、火山噴火や地震などの災害、環

境変化、戦争が社会に与えた影響は未だ解明されていない。その中で注目

される大きなイベントとしての後 800 年頃からのニカラオやチョロテガの

移住であるが、移民たちがもたらした社会変化も、北の文明の中核部とのつ

ながりを生かした政治権力の発達とは違う方向に向かった。おそらく、彼ら

は在地の人々を駆逐したり支配したりすることはなく、彼らと共存しながら

図10ニカラグア、オメテペ 

  島の石造彫刻 
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環境に適応した生業戦略をとった。ニカラグア太平洋岸のアルター・エゴ（Altar Ego）と呼ばれる動物と人間が

一体化した石造彫刻は没個性的である（図10）。このモニュメントは支配者個人の権威や権力の視覚化というよ

りも、共同体の成員の紐帯の象徴であったのではないかと思われる。 

 
３．社会変化の要因の類似性と変異性 
 

「世界四大一次文明」の一つをなすメソアメリカでは、どのように複雑社会が興り、形成され、衰退したので

あろうか。本論は、人口変動、環境変動、戦争、交換、イデオロギー等から長期間の社会変化の諸事例に関する

実証的なデータを提供する。 

セイバルの先古典期中期の Eグループは、マヤ文明の四方位や小宇宙の概念が既に形成されていたことを示

唆する。初期の Eグループはこれまで考えられてきたような支配層の権力の象徴ではなく、むしろ共同作業の

場・公共祭祀の舞台であった。その建設や増改築、公共祭祀の繰り返しによって、様々なイデオロギーが共有さ

れながら物質化（materialization）、つまり具体的な形に視覚化されていった。セイバル最大の公共建築であった

巨大基壇は、古典期ではなく先古典期に建造された。先古典期中期のマヤ文明では、巨大基壇の水平性が際立っ

た。社会階層がまだ発展途上であり、開放的な交流が可能な水平的な空間が好まれたと考えられる［Inomata et. 

al. 2019］。対照的に古典期マヤ文明の神殿ピラミッドは王権を象徴し強化する政治的道具であり、水平性より

もむしろ高さ、つまり垂直性が強調された。ピラミッド状基壇の上の神殿へのアクセスは排他的であり、王など

一部の支配層に限られた。 

メソアメリカ文明圏の南東端に位置するチャルチュアパでは、先古典期中期から高さ 20ｍを超えるピラミッ

ド型の土製建築が造られた。先古典期後期は、全時期を通じて最も多くの公共建築群が造られた。先古典期に公

共建築群の建設が集中する傾向はセイバルとも類似する。公共建築群は三角形に配置された三つの建築を一つ

のグループとし、その三つの建築に囲まれた広場の南北中心軸線上に石彫や供物が配置されるなど文化的景観

に規則性が認められる。こうした公共建築や石彫の配置における規則性は同時期の主要センターであったカミ

ナルフユでも認められる。 

チャルチュアパの特徴的な点は各グループが同時期に機能していたのではなく、北から南に少しずつ遷移し

ながら建設されていった点にある。この点は複数の建築複合が同時期に機能し、緩やかな集合体を形成してい

たトラランカレカとは異なる。公共建築群は古典期においても建設され社会の中心であり続けるが、建材、様

式、配置、中心方位軸などが一変する。公共建築内に厚葬墓が造られる点に鑑みるならば、先古典期とは異なり、

古典期の公共建築はマヤ低地と同様に祖先崇拝と結びついていたのかもしれない。 

上述のように、なぜ人々がある特定の地域に集中しそして離合するのかをトラランカレカ遺跡から考察する

場合、観念体系の成熟過程と共有化、これに基づく物質化の動き及び観念体系の停滞を中心テーマとすること

で論理的な説明が可能になる。観念体系の成熟過程と共有化は、自然景観の各要素（山、川、洞窟など）に宗教

的な意味を見出し、この各要素をシンボルとして直接崇める段階であり、トラランカレカ I 期から II 期に相当

する。トラランカレカ II 期から III 期にかけ、先の観念体系に基づきシンボルは物質化されていく。その代表

的なものはピラミッドの建造であるが、これは一カ所の「中心部」において実施されたのではなく、現在までの

ところ九カ所の建築複合で確認されている。トラランカレカIV期になるとポポカテペトル火山の噴火などの自

然災害により、セロ・グランデ建築複合において「水の山」が建造され、社会は一つにまとまっていくように見

えるが、テオティワカンやチョルーラの台頭により、トラランカレカ社会は解体していく。 
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このトラランカレカ社会における盛衰を、セイバル遺跡やチャルチュアパ遺跡と比較すると興味深いことが

見えてくる。三者ともに先古典期中期頃から公共建造物が建造されるが、古典期に入るとトラランカレカ社会

のみが衰退していく。先古典期から古典期にかけて、セイバル遺跡では複数の社会から王を頂点とするより複

雑な社会への変化が認められる。チャルチュアパでは王による統治形態であったかどうかは不明であるが、少

なくとも一つのリネージによる支配体制への移行があったことが理解できる。一方、トラランカレカではこの

ような支配体制の変化は認められていない。 

では、トラランカレカでは、王を代表とする絶対権力者集団が登場しなかったのでイノベーション能力を強

固に発動できず衰退へと向かった、と理解できるのだろうか。トラランカレカの衰退後、テオティワカンやチョ

ルーラでは、王を頂点とする社会が形成されていたと解釈できる痕跡は、物質文化から読み取ることはできな

い。したがって、メソアメリカ文明における古典期社会への移行には、王の登場が必須であったとは言えない。

筆者らはここに社会の類似性と相違性を見出す。人口が増加し社会がさらに階層化される古典期社会のメキシ

コ中央高原とマヤ低地を比較すると、権力は複数か単数の集団によって掌握される違いはあるものの、先古典

期には断片的であった観念が体系化され、成員間で共有されていった。そして、より大規模に物質化されていく

という類似性がある。今後の課題として、衰退と繁栄の分水嶺となったイノベーション能力が具体的にどのよ

うなものであったのかについて考察していくことが必要とされる。 

セイバル遺跡の調査によれば、居住の定住性の度合い、価値観やアイデンティティなどが異なる多様な集団

が、共同体の公共祭祀及び公共広場や公共祭祀建築の建設・増改築（神殿・広場更新）を共同で行った。その過

程で定住生活が確立されていき、集団が組織化されていった。先古典期中期には公共広場が公共祭祀の主要な

舞台であり、供物や支配層の墓は古典期のように神殿ピラミッドではなく主に公共広場に埋納された。大規模

な公共祭祀建築は定住共同体が確立された後ではなくそれ以前から建設されたこと、及び定住という新たな生

活様式はセイバルの全ての社会集団の間で同時に起こらなかったことが重要である。全ての社会階層で定住が

確立して都市化が進んだのは、先古典期後期になってからであった。 

チャルチュアパの先古典期における都市化は、三角形に配置された三つの公共建築群を一つのグループとす

る建築複合が北から南に遷移する形で進んでいった。三つの建築に囲まれた広場では、様式化されたジャガー

ヘッドの石彫の建立に見られるように地域に根差した世界観に基づく公共祭祀が展開された。同時に、現在の

エルサルバドル西部に相当する地域でウスルタン様式土器や黒曜石製石器の生産・流通拠点として発展してい

ったことも人々が集住するきっかけを提供したことであろう。古典期前期に生じたイロパンゴ火山の大噴火に

よる被害は大きな人口変動を促したと考えられるが、火口から約40km離れたサン・アンドレスや約90km離れ

たチャルチュアパではむしろ公共建築の建設活動は活発化する様相もうかがえる。ポポカテペテトル火山噴火

の事例と同様に、突発的な環境変化への対応や認識の違いによって都市が衰退することもあれば、逆に都市化

や集住が進行することもあったことが重要である。 

先古典期中期に共同建設作業や公共祭祀が繰り返し行われる過程で社会格差が拡大し、セイバルの共同体の

中に支配層が生み出されていった。公共祭祀の通時的変化は、公共広場で顔を合わせる交流が、支配層の権力や

イデオロギーを一方的に表象していたのではなく、支配層も含めた共同体における異なった集団のせめぎ合い

であったことを示唆する。先古典期中期に公共広場で繰り返し慣習的に行われた埋納儀礼を含む公共祭祀とい

う反復的な実践は公共広場の神聖性を強化するとともに集団の記憶を形成した。社会的記憶の継承や連続性を

資源化することによって、中心的な役割を果たす権力者の権力が時代とともに強化された。セイバルの初期支

配層は、地域間交換ネットワークに参加して、グアテマラ高地産の翡翠や黒曜石、海産貝のような重要な物資だ
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けでなく、観念体系や美術・建築様式等の知識を取捨選択しながら権力を強化した［Aoyama et al. 2017b; Inomata 

and Triadan 2016］。一方、セイバルでは戦争の激化によって社会が不安定になり、300年頃に人口が激減した。 

先古典期中期・後期のチャルチュアパに見られる規則性のある公共建築群の建設活動や石造記念物の存在は、

支配層の存在を示唆するが、その権威や権力を後代のように厚葬墓として表象することはなかった。共同的性

格の強い政治戦略の基に社会成員間の統合が図られていった。石彫の破壊や捕虜を示すような土偶の存在から

破壊的行為や戦争があったと考えられるが、マヤ低地ほど社会の不安定化を促す主要因にはならなかったよう

である。大きな衰退をすることなく連綿と社会活動が続いていった点は、チャルチュアパ社会の特徴の一つと

いえる。 

テオティワカンは先古典期中期から発展したトラランカレカやクイクイルコなどを含むメキシコ中央高原の

多様な社会との連続性の上に成立した。先古典期後期から古典期にかけての約二百年間で6～8万の人口を擁す

る大都市へ急成長したが、人口増加の発端はポポカテペトル火山噴火による社会的混乱と人口流入にあった。

初期のテオティワカンでは丘陵斜面を中心としたセトルメントが営まれ、テオティワカン平野がほぼ未開発な

状態で存在していたため、火山噴火から逃れた雑多な出自を持つ被災民は、この平野部に収容され定住した。多

様な出自を持つ雑多な集団だったテオティワカン人は、これを機に未開の平野部へ新都市を建設するという共

通目標を見出した。この共通目標が人々を惹きつける力となった。 

先古典期中期から観念体系を成熟させ、大集落や都市へと変貌しつつあったポポカテペトル火山周辺やメキ

シコ盆地南部など先進地域から、自然災害という共通の記憶を共有した人々がテオティワカンへ流入し、新都

市建設という一つの目標が設定されることで求心力が育ち、急速な社会の複雑化をもたらしただけではない。

太陽のピラミッド、月のピラミッド、羽毛の蛇神殿など複数の中心部が存在する都市の発展過程は、セイバルに

おける公共祭祀の通時的変化と同様に、出自や観念体系、階層を異にする集団によるせめぎあいの結果であっ

たと捉えることができよう。 

こうしたせめぎあいは、トラミミロルパ期に建設が開始されたアパート式住居複合においても見られた。そ

れぞれの共同体の紐帯を深めつつ国家的統合を意図する試みが、特に住居区の小型基壇の建設や増改築、公共

祭祀の繰り返しとして実践された。ショラルパン期に都市中心部の公共建造物の改築が落ち着き、アパート式

住居複合の中でも地区神殿の増改築へ建設活動が集中していく。このことは、国家イデオロギーの成熟を表す

とともに、支配者が求心力を失い、新たな権力が萌芽していったことも示唆する。要因は依然不明ながら、テオ

ティワカンはショラルパン期末の550年頃に衰退した。 

古典期後期・終末期にはマヤの王権の性格が変化した。セイバルでは、王や支配層の戦士としての役割がより

重要になった。エル・パルマールにおいては、王権の変化を示すエリート集団の派閥争いが顕著となった。都市

王朝の周縁部に住むエリート集団の活動は、王朝内のみならず、時にはマヤ低地全体の社会政治の変化に影響

を及ぼした。特に、古典期後期のマヤ都市王朝における政治組織の複雑化に主体的な役割を担っていたようで

ある。エル・パルマールの事例から判断すると、ラカム集団は王朝間の政治交渉に不可欠な存在であったと考え

られる。しかし、マヤ低地における彼らの活動は、均質ではなかったようである。例えば、マヤ低地西部から出

土した碑文には称号を有する周縁部のエリート集団が頻繁に登場するが、マヤ低地東部では特定の遺跡群に限

定されている［Jackson 2013］。 

ここで留意すべきは、古典期マヤ低地の大都市のカラクムルやカラコルから出土した碑文には、彼らの活動

がほとんど記されていないことである。すなわち、マヤの都市王朝は類似性を有しつつも、都市王朝毎の社会政

治組織は異なっていた。王朝内においても様々な権力関係やイデオロギーが形成され、せめぎ合っていた［塚本
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2016］。称号を持つエリート集団が碑文に記述されなくなる時期は、マヤ低地南部の衰退期と一致するために、

社会の複雑化のみならず、衰退の一因をも担っていたと考えられる。 

古典期後期のチャルチュアパは、先古典期とは大きく異なっていた。先古典期には文字や日付が刻まれた石

彫や石碑祭壇複合のように石造記念物の建立やそれに伴う儀礼が、世界観や知識を物質化し、社会統合の核と

なっていたが、古典期には踏襲されなかった。一方で古典期マヤ低地では王権を強化する上で石造記念物の建

立やそれに伴う儀礼が重要になった。チャルチュアパの支配層はメキシコ湾岸低地、マヤ低地、ニカラグア太平

洋岸とコスタリカ北西部などかなり広範な地域間ネットワークを有していたようであり、特にコパン王朝と密

接な関係があったとされる［Card and Zender 2016］。しかしチャルチュアパではマヤ低地のような都市国家を形

成するまで社会の複雑化が進行することはなかった。このことはチャルチュアパが劣った社会であったことを

必ずしも意味しない。むしろ盛衰の波の振れ幅が小さく、安定的な社会活動を長期にわたって展開できた点は

積極的に評価されるべき点であろう。 

チャルチュアパなどメソアメリカ南東部からさらに南、南東辺境ともいうべきニカラグア太平洋岸とコスタ

リカ北西部では先古典期前期に遡る土器が出土し、メソアメリカで最も早くから農耕定住村落が営まれていた。

ある意味で、先進地域だったと言える。ところが、それに続くメキシコ中央高原やマヤ低地、エルサルバドルで

複雑社会が誕生した時期に相当するものとしては、いくつかの土器型式が挙げられてはいるが、セトルメント・

パターンについてはほとんど何もわかっていない。先古典期後期からマヤ低地で巨大ピラミッドが建設され、

メキシコ中央高原でテオティワカンが勃興し、チャルチュアパでも大規模建造物が増改築される頃になっても、

中央アメリカ南部では大規模建造物は建設されず、社会の複雑化と階層化は進まなかった。 

コスタリカでは、メソアメリカ中核部との交流を示す、オルメカ美術様式の緑色石製品（翡翠を含む）をはじ

め豊富な副葬品をもつ埋葬遺跡が多数見つかった。ニカラグアでも、近年ウスルタン様式土器と在地の土器が

大量に副葬された集団埋葬墓が見つかっている。興味深いことに、翡翠をはじめとした緑色石製品はニカラグ

アではほぼ皆無である。この現象の説明として、コスタリカに未知の翡翠産地がある可能性やメソアメリカ中

核部との交流がニカラグアを飛び越えて海路で行われた可能性を指摘できる。支配層による奢侈品の需要があ

ったコスタリカに対し、ニカラグアでは階層社会は発達せず、貴重な工芸品を搬入する理由はなかったという

意見もある［Salgado and Guerrero 2005］。コスタリカ北西部の埋葬遺跡も階層社会の存在を表していないとする

見解もあり［Lange 1992］、この時期の社会統合の進行度についての議論は未だ決着していない。 

続く古典期並行の時代には、前述のようにニカラグア太平洋岸では中核村落と周辺村落という階層化も現れ

るが、国家と呼べる社会の複雑化にはほど遠かった。コスタリカでは、それまで副葬品として多用されていた翡

翠がなくなり、代わって南からもたらされた金製品が威信財として主流になるという興味深い現象が起こる。

これをコスタリカ在地社会の社会構造やイデオロギーの変化と見る考え方がある［Snarskis 2003］。それととも

に古典期マヤ低地、さらにその東端のコパン王朝が中央アメリカ南部との交流に消極的であり［長谷川 2005］、

古典期マヤ文明の隆盛を背景としたマヤ低地での翡翠の需要が高まり、南への翡翠の供給が止まったと見るこ

ともできる。翡翠とは異なり、膨大な流通量を誇ったグアテマラ高地産黒曜石すらもエルサルバドル以南では

極端に出土量が減った。ブラスウェルらは、黒曜石製石器の分布から見るとメソアメリカの南限はフォンセカ

（Fonseca）湾であると述べる［Braswell et al. 1995］。 

 やがて 9 世紀前後の古典期マヤ文明の衰退とともに各地で政治勢力の空白が出現し、民族移動が活発化する。

この頃から中央アメリカ南部へと移住し、メソアメリカの南限を押し広げたのが、ニカラオとチョロテガであ

った。その移住が小規模で漸次的であったであろうことは上に示したが、彼ら移住者たちも大規模な複雑社会
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を形成することはなかった。ニカラオやチョロテガが、この地域でメソアメリカ的な生業を採用せず、湖や海岸

の動物資源に依存したのは、新たな環境への適応の必要性という他ないであろう。重要な物資である黒曜石製

石器の搬入さえもままならなかったところを見ると、辺境の人々は時とともに故郷とのつながりも薄れ、交易

品のみならず暦や農業生産などの実用的な知識や技術すらも移住先の地に導入することが困難だったのかもし

れない。とはいえ、16 世紀の年代記は人口稠密で繁栄したニカラグア太平洋岸の町々を描いている。これが誇

張ではないならば、チョロテガやニカラオは辺境に取り残された人々ではなく、伝統にとらわれない大胆な生

業戦略の転換で成功した開拓者だったとも言える。 

 
４．まとめ 
 
先古典期マヤ文明の複雑社会の起源・形成に関しては、公共祭祀を形作り物質化したイデオロギーは、地域間

交換など他の要因と相互に作用して複雑社会の形成に重要な役割を果たした。メキシコ中央高原では、先古典

期中期以降に「水の山」信仰を基にいくつかの拠点で都市化が開始された。この現象は先古典期終末期までは緩

やかに進展していったが、ポポカテペトル火山の噴火などの自然災害によって、それまで確立していた交易シ

ステムは解体した。この社会の再編に伴い人口変動が引き起こされ、テオティワカン、チョルーラそしてトララ

ンカレカといった少数の都市に人口が集中するようになった。この社会変動の中で質的変化がもたらされ、イ

デオロギーの再構築が求められた。テオティワカンとチョルーラにおいて、「水の山」はより人工的かつ巨大に

物質化され、古典期という新しい時代が始まった。 

テオティワカンにおいては、中央集権化後に台頭した新しいエリート集団による競合が都市の衰退に関与し

たと考えられる。古典期マヤ文明のセイバルの都市は人口増加や環境破壊だけでなく、戦争によっても衰退し

た。エル・パルマールにおいては、周縁部のエリート集団を含めた支配層の派閥争いが都市王朝の衰退に関係し

ていたと考えられる。メソアメリカ南東部のチャルチュアパやサン・アンドレスでは、他地域の社会情勢や流行

に柔軟に対応しながら社会を変化させることによって持続性の高い社会を形成していった。中央アメリカ南部

は、古典期終末期と後古典期の民族移動によりメソアメリカ化したが、新たな環境への適応の必要性、移動・輸

送手段及び地域間交換の制約により大規模な複雑社会は形成されず、16世紀にスペイン人が侵略した。 

メソアメリカのどこで何が生まれ、どのように拡がったかという伝播説なのか、それとも多元発生説なのか

という検討は今後の課題である。マヤ文明の盛衰と環境変動の因果関係の検証も今後の課題として残った。セ

イバル近辺のペテシュバトゥン湖で全長 7.8m の完全に連続した年縞堆積物試料の採取に成功した［北場他

2019］。しかし年縞がカバーした年代は過去600年ほどであり、後古典期に相当する。先古典期・古典期マヤ文

明の盛衰と降雨量など環境変動の因果関係を綿密に検証するためには、将来的により深く年縞堆積物試料を採

取しなければならない。また植民地時代以降の年縞データの社会的な意味を考察するためには、古気象に関す

る文献史料との照合が不可欠である。メキシコ中央高原では、大きな社会的混乱の引き金を引いたポポカテペ

トル火山噴火の発生年と、その影響範囲は未だ正確には特定されておらず課題が残る。今後、コアリング調査の

範囲を広げ、資料を蓄積する必要がある。 

メソアメリカ南東部では公共建築とその周囲に関するデータは蓄積されてきているが、集住化や階層分化の

過程を明らかにする上で重要と考えられる居住域や住居址のデータが不足している。これらのデータを獲得す

ることによりマヤ低地やメキシコ中央高原など他地域との社会の複雑化に関する詳細な比較研究を進めること

ができる。中央アメリカ南部では、土器編年の精緻化が緊急の課題である。それを基にした各時期のセトルメン
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ト・パターンの把握と生業形態の分析、未だ明らかにされていない 14～15 世紀の遺跡を同定することにより、

この地域の社会発展の軌跡とメソアメリカ中核部との関連がより具体的に示されるであろう。 
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This paper examines and compares when, where, why and how complex societies emerged, developed and declined in the 

Maya lowlands, Central Mexico, Southeastern Mesoamerica and Lower Central America. Ideology expressed in material form 

in aspects of public rituals and public ceremonial structures, along with other factors such as interregional exchange, played a 

significant role in the development of Preclassic Maya complex society. In Central Mexico, urbanization started at several 

centers, based on the belief system of “Water Mountain” during the Middle Formative period. Large urban cities, such as 

Teotihuacan, Cholula and Tlalancaleca, developed as an adaptive politico-religious response as people sought to cope with the 

ecological, social, political, economic, and ideological conflicts that certainly developed in the wake of a huge volcanic eruption 

of the Popocatépetl volcano, which took place around A.D. 70. Factors for the fall of the Classic Maya city of Ceibal include 

population growth, ecological degradation, as well as warfare. Elite competition, including individuals associated with outlying 

groups, was related to the dynastic collapse at El Palmar. The highly competitive intermediate elite introduced tensions that set 

the stage for Teotihuacan’s collapse. In Southeastern Mesoamerica, elites of such centers as Chalchuapa and San Andres, seem 

to have been an important node linking exchange networks that extended from highland Guatemala and other regions and 

achieved a relatively sustainable society. The Chorotega and Nicarao, who immigrated from Central Mexico to the Lower 

Central America, were not associated with complex state-level societies, due to the difficulties of adapting in a new environment, 

their limited transportation system as well as their limited participation in a down-the-line sort of exchange network with 

Mesoamerica.  
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